
■ 健全で活力ある美しい森林を未来へ
■ リサイクルを進めて目指そう 循環型都市ふくい
■ 住みよい生活環境を守るために ～悪臭の規制方法が変わります～

第60回全国植樹祭 2009ふくい〈一乗谷朝倉氏遺跡（6／7 〉
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壇上の天皇皇后両陛下 式典会場に到着された両陛下

ウスズミザクラなど３種類の樹木の苗木を
お手植えになる天皇陛下

ユキバタツバキなど２種類の樹木の種をお
手播きになる皇后陛下

式典アトラクション
　「土のロマン」に出演

　貴重な経験ができてよかったです。
　この日のために、３か月ほど練習してきて、満足
できる演技ができました。日ごろから、水や電気の
むだ遣いをしないように心がけていますが、植樹祭
に参加してみて、自然をもっと大切にしていきたい
と思いました。

蟻塚 知都 さん（下宇坂小学校６年）

式典で司会を担当

　終わってほっとしたというのが正直な感想です。
　半年間４人で練習をがんばってきて、これで終わっ
てしまうというのが少し寂しい気もします。
　大人の人と仕事をしたことで、周りに迷惑をかけ
ないよう健康やけがに気をつけるなど、自分自身の
成長につながったと思います。

木村 優李 さん（仁愛女子高等学校３年）

脇三ケ町の会場でコナラを植樹
　夫が今年 77 歳になることを記念して、夫婦で植樹
に参加しました。
　夫婦で植えた木が、根がついてうまく成長してほ
しいです。そして、いつか見に来たいと思っています。

村田 静 さん（77）
　　 ヨシ子 さん（72）
　　　　　　　  〈越前市〉 朝谷町の会場で

　ヤマボウシを植樹
　美山は杉がとても多いところですね。この植樹会
場は、秋にはとても良い場所になると思います。
　式典にも参加しましたが、想像以上に盛大で、天
皇皇后両陛下が来られたことが印象的でした。

村中 義昭 さん（67）〈池田町〉

植樹祭に参加した
皆さんに聞きました

松本小学校の児童らによるコ
カリナ音楽隊

「ふくい元気の森オーケストラ
」。木の楽器コ

カリナのぬくもりのある音色が
響きました。

プロローグのアトラクション「土のロマン」
に出演した下宇坂小学校の児童。恐竜の卵か
ら苗木が出現！

司会進行を務めた貫地谷しほりさんと県内高
校の生徒４人。 堂々とした司会ぶりでした。

脇三ケ町植樹会場で参加者が植樹。「体験の森」
として、 主に子どもたちが木の文化、 薬用樹種な
どについて学習できるような樹種を植栽しました。 
体験活動などが行える森づくりを目指します。

朝谷町植樹会場で参加者が植樹。「交流の森」
として、四季の彩りが感じられるような樹種
を植栽しました。 散策や森に親しむ活動に参
加できる森づくりを目指します。

復原町並エリアで行われた朝倉
象棋大盤解説。

「酔象駒」を使った将棋、戦国
朝倉象棋ならで

はの「酔象」の動きに注目！

すいぞう
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芸能ステージでは、 福井の郷土芸能や伝統芸能を披露。 左義長ばやし、 雲浜獅子などで観衆を楽しませてくれました。

うんぴん じ し

サービスエリアには、福井の魅力いっぱいの
観光案内・物産販売コーナーなどを設置。小
雨の降る中、 各コーナーは大賑わいでした。

にぎ

植樹会
場にて

植樹会
場にて

かず  と ゆう  り

しずか
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AA
プラスチック製容器包装の収集量や資源と
なる量は、市民の皆さんの協力で、昨年、
一昨年と比べて大幅に増加しています。

　材料リサイクルとは、プラ
スチック製容器包装として
収集されたものを加工し、
花壇のプランターや工場など
で使われるパレットなどのプ
ラスチック製品を作る材料
にすることです。
　燃料リサイクルとは、材料
リサイクルができないプラス
チック製容器包装を固形燃
料にして、熱エネルギーとし
て有効利用することです。

４月のプラスチック製容器包装の収集・資源化量の推移

リ
サ
イ
ク
ル
を
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め
て
目
指
そ
う

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
目
指
そ
う

　収集資源センターでは、紙芝居などを使っ
たわかりやすい環境学習会を行っています。
　詳しくは、収集資源センター（ ☎ 35 - 
0052 ）へお問い合わせください。

環境学習会を開催しませんか環境学習会を開催しませんか

問
い
合
わ
せ　

清
掃
清
美
課　

☎
20
・
５
３
７
７

プラスチック製容器包装に関する
アンケート結果の一部をお知らせします

循
環
型
都
市
ふ
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い

循
環
型
都
市
ふ
く
い

福井市のごみの量やリサイクル率
はどうなっているの？
福井市

な
QQ 福井市

はどう
QQ

AA

プラスチック製容器包装の収集
内容が４月から変わったけど、
収集量や資源となる量は
どうなっているの？

プラスチック
内容が４月か
収集量や資源

QQ

昨年１年間に市内で排出されたごみの量は、約９万1,270㌧でした。
ごみ全体の排出量は減少しています。しかし、資源ごみの量も減少しているため、
リサイクル率も低下しています。

ごみの排出量とリサイクル率

　５月に、市のホームページとごみ分別説明会でアンケートを実
施したところ、20～70歳代までの70人に回答をいただきました。

４月以降、プラスチック製容器包装の量は増え
ましたか？

プラスチック製容器包装の分別を進めるには、
どうしたらいいと思いますか？
プラスチ
どうしたQQ

プラスチック製容器包装と燃やせないごみでは
どちらが多いですか？

　収集日を待たずに、いつでも資源回収ボッ
クスに出すことができます。
　ごみステーションに出す時の分別方法と
同じです。

<協力店>
・ハーツ羽水店（木田３丁目）
・Ａコープ堀ノ宮店（堀ノ宮１丁目）
・Ａコープやしろ店（渕２丁目）
・ハニー麻生津店（今市町）
・アルプラザ・ベル店（花堂南２丁目）
・ハーツ学園店（学園２丁目）

　今年から、ホームページで、地域ごと
のごみ収集日が検索できるようになりま
したので、ご活用ください。

プラスチック製容器包装の
資源回収協力店をご利用ください
プラスチック製容器包装の

資源回収協力店をご利用ください

《パソコン用アドレス》
http://www.city.fukui.lg.jp/d210/
seisou/index.html

《携帯電話用アドレス》
http://keitai.city.fukui.lg.jp/
※ＱＲコード対応の携帯電話で
　読み取ることができます。

　正しい分別・収集を進め
るため、ホームページや行
政チャンネルふくチャンネ
ル29などで情報を発信し
ていきます。

４月から、アルミコーティングされたものや果物などの保護材、気
泡緩衝シート、透明なチューブ類、シールなどがはがせないプラス
チック製容器包装も出せる
ようになったため、昨年と
比べると、プラスチック製
容器包装が多いと答えた割
合が増加したと思われます。

昨年のアンケート結果
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し
い
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
内

容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
出
せ
る
も
の
が
増
え
て
出
し
方
も
簡

単
に
な
り
、毎
週
収
集
に
な
り
ま
し
た
。
３
か
月
が
経
ち
、徐
々

に
そ
の
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
で
必
ず
実
現

で
き
ま
す
。
福
井
市
の
ご
み
事
情
を
知
っ
て
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
を
心
が
け
、「
循
環
型
都
市
ふ
く
い
」
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

クル率

たごみの量は、約９万1,270㌧でした。
います しかし 資源ごみの量も減少しているためめ
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今
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
内

容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
出
せ
る
も
の
が
増
え
て
出
し
方
も
簡

単
に
な
り
、毎
週
収
集
に
な
り
ま
し
た
。
３
か
月
が
経
ち
、徐
々

に
そ
の
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
で
必
ず
実
現

で
き
ま
す
。
福
井
市
の
ご
み
事
情
を
知
っ
て
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
を
心
が
け
、「
循
環
型
都
市
ふ
く
い
」
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

つ
く

リサイクル率とは、ごみの総排出量に占める資源ごみ
の割合のことです。資源ごみとは、びんや缶、ダンボー
ル、紙製容器、紙パック、各団体で実施する資源回
収で集められた新聞・雑誌などのことです。

まQQ

プ
どQQ

７
割
の
人
が
増
え
た
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

広報などで
周知徹底する
31％

80,000

100,000

90,000

85,000

95,000

平成18年 平成19年 平成20年

97,527

14.8

94,154

14.3

91,270

14.1

12.0

15.0
（トン） （％）

14.0

13.0

ご
み
排
出
量

リ
サ
イ
ク
ル
率

減った 4％

変わらない
28％

大幅に増えた
18％

多少増えた
50％

同じ
9％

プラスチック製
容器包装
66％

燃やせないごみ
25％

プラスチック製
容器包装
49％燃やせないごみ

26％

プラスチック製
容器包装
49％燃やせないごみ

26％

同じ
24％

わからない 1％

説明会を
開催する
36％

広報などで
周知徹底する
31％

マーケットや
小売店での
回収を増やす
23％

その他 10％

0

30

60

90

120

150
（トン）

平成19年4月

57.99

84.14

平成20年4月

58.41

91.10

平成21年4月

113.9

25.5

149.9

燃料リサイクル
リサイクルできないもの

材料リサイクル

26.15 32.69
10.5

燃やせる
ごみ

資源ごみ

燃やせない
ごみ
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住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に

問い合わせ　環境課　☎ 20 ‒ 5398

臭 気指数とは

　人間のきゅう覚によってにおいの程度を数値化したものです。そのた
め「悪臭物質の濃度」による規制よりも、数値の大小が住民の悪臭に対
する被害感覚と一致しやすいと言われています。
※においの試験は、臭気判定士の管理のもとで行われます。

規 制基準を超えたら

　規制基準を超え、かつ住民の生活環境が損なわれていると認められる
場合は、市は事業者に改善を求めることになります。

事業者の皆さんへ
　規制地域内に工場および事業場がある場合、平成22年4月1日から、この新しい規制が適用されます。ご理
解とご協力をお願いします。

規 制地域と規制基準

　規制地域は次のとおりです。規制地域内のすべての工場および事業場
が対象になります。
※事業場とは、継続的に一定の業務のために使用される事業所のことです。
　規制地域以外の場所では、県公害防止条例や市公害防止条例で別に定められた規
制基準が適用される場合があります。

　規制基準は工場および事業場の「敷地境界線」、「気体排出口」、
「排出水」のにおいに適用されます。なお、「敷地境界線」の規制基準
は次のとおりです。

　「気体排出口」と「排出水」の規制基準は、敷地境界線での基準をも
とに事業所ごとに決められます。

　強いにおいであるほど臭気指数
は大きくなります。
　においの質にもよりますが、臭
気指数10は、だいたい何のにおい
かわかるくらいの弱いにおいです。
　20は楽に感知できるくらいのに
おいです。

　

市
で
は
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き
、「
悪
臭
物
質
の
濃
度
」
に

よ
る
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
は
、
人
間
の
鼻
（
き
ゅ
う
覚
）
で
感
じ
る
に
お
い
の
強
さ

に
よ
っ
て
に
お
い
の
程
度
を
判
断
す
る
「
臭
気
指
数
」
に
よ

る
規
制
に
変
更
し
ま
す
。

〜 
悪
臭
の
規
制
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

〜
規制地域 敷地境界線の

規制基準
（臭気指数）

都市計画法の規定による
用途地域の区分

第１種区域 第１種低層住居専用地域

12
第２種区域 第１、２種中高層住居専用地域、

第１、２種住居地域

第３種区域 近隣商業地域、商業地域、
準工業地域 15

第４種区域 工業地域 18
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迫力のマグロ解体に息を呑
の
む見物客

越廼さかなまつり開催
　

５
月
31
日
、
茱ぐ

み

崎ざ
き

漁
港
一
帯
で
「
越

廼
さ
か
な
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
越
廼
の
海
で

獲と

れ
る
魚
や
越
廼
地
区
の
自
然
の
豊
か

さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
越
廼
漁
業
協
同
組
合
が
中

心
と
な
り
、
４
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
定
置
網
体
験
や
魚
の
つ

か
み
取
り
、
漁
船
見
学
、
水
揚
げ
さ
れ

た
ば
か
り
の
新
鮮
な
海
の
幸
が
並
ぶ
物

産
市
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
地
元
業
者
が

マ
グ
ロ
を
豪
快
に
さ
ば
き
、
見
物
客
か

ら
は
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

砂浜を懸命に走る児童

　

６
月
６
日
～
７
月
１
日
ま
で
、「
福
井
グ

ラ
ン
ド
モ
ー
ル
夏
の
市
」
会
場
や
ア
オ
ッ
サ

な
ど
で
「
な
つ
か
し
の
福
井
駅
前
写
真
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
展
は
、
過
去
の
写
真
か
ら
今
を

再
発
見
し
、
ま
ち
へ
の
愛
着
や
関
心
を
未
来

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
の
第
三
セ
ク

タ
ー
「
ま
ち
づ
く
り
福
井
」
が
企
画
し
た
も

の
で
す
。
市
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
約
40
点
の

写
真
と
市
広
報
広
聴
課
が
所
有
し
て
い
る
約

80
点
の
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。
震
災
や
戦

災
に
見
舞
わ
れ
た
街
並
み
や
市
内
を
走
る
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
写
真
な
ど
、
ど
れ
も
懐
か

し
い
写
真
ば
か
り
。

　

写
真
展
に
訪
れ
た
市
民
は
、
当
時
を
思
い

出
し
、
１
枚
１
枚
懐
か
し
そ
う
に
写
真
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。

写真に見入る市民

　

６
月
２
日
、
鷹
巣
海
水
浴
場
で
「
鷹
巣
海
岸
砂

浜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
鷹
巣
幼
稚
園
・
小
学
校
の
行
事

と
し
て
始
ま
り
、
平
成
18
年
か
ら
は
長
橋
幼
稚

園
・
小
学
校
が
参
加
、
平
成
19
年
か
ら
は
鷹
巣
中

学
校
も
参
加
し
、
今
年
で
30
回
目
に
な
り
ま
す
。

鷹
巣
の
自
然
環
境
を
生
か
し
、
日
ご
ろ
の
体
力
作

り
の
成
果
を
試
す
と
と
も
に
、
粘
り
強
く
最
後
ま

で
挑
戦
す
る
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
幼
稚
園
児
・
小
学
生
約
90
人
、
中

学
生
約
70
人
が
参
加
。
幼
稚
園
・
小
学
校
低
学
年

か
ら
順
次
発
走
し
、
慣
れ
な
い
砂
浜
を
懸
命
に
走

り
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
近
く
で
は
、
発
走
を
待
つ
児
童
や
父
兄

か
ら
の
「
が
ん
ば
れ
ー
、
が
ん
ば
れ
ー
」
の
鳴
り

や
ま
な
い
声
援
に
、
児
童
は
最
後
の
力
を
振
り

絞
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

粘り強く最後まで

時代の変遷を懐かしむ



№ 37

市政広報ふくい 2009.  7.10 8

問い合わせ　危機管理室　☎ 20− 5234

　このコーナーでは、「地域のため」「人のため」に自発的な公益
活動を行う市民団体を紹介しています。
　今回は、教育を通して心豊かな「人財」づくりに貢献している
「ハートライセンス」です。感動を与えることができる人財育成を
第一に考え、コミュニケーションや接遇、ビジネスマナーの研修・
講演などを行っています。

■�設立のきっかけを教えてください。
　働く女性の支援を目的に、友人向けに講座を開催したのがきっか
けです。その後、事業化し、個人向けの資格取得講座や企業の女性
に対するマナー研修などを開催するようになりました。
■�「感動マナー」を指導するとのことですが、それはどのようなも
のですか。

　感動を与えることができるマナーのことです。お客様の期待する以
上のものを提供できれば、それは満足を超えて感動になります。感動
マナーによって個人力や企業力を高めることが必要だと考えています。
■力を入れている活動は何ですか。
　今年初めて開催する「子育てアドバイザー養成講座」です。最近はしつけの知識が不十分な
親が多くなっていると感じており、子どもへのかかわり方やしつけ教育のあり方を学び、子育
てのアドバイスができるような人材を養成しようと、この講座を企画しました。
■今後はどのような活動に取り組みたいと考えていますか。
　モチベーションを上げるためのセミナーなど、意識改革につながるような研修を行っていき
たいですね。また、活動を全国に
広めていけたらと考えているので、
まずは福井での活動基盤を固めて
いきたいと思います。

活動団体名
特定非営利活動法人
ハートライセンス
◆所 在 地� 〒918−8112
� 福井市下馬２丁目311
◆団体設立� 平成15年10月１日
◆会 員 数� 60人　事務職員�７人

理事長

道端�泰
やす

依
よ

�さん

◆活動分野　社会教育　　　◆活動日時　随時
◆活動場所　〈研修・講演〉各企業、病院 など
◆活動内容　 企業などを対象としたコミュニケーション・接遇・ビ

ジネスマナーの研修・講演、イベントや各種セミナー
の企画運営、子どもを対象としたマナー教室の開催、
個人向けの資格取得講座の開催 など

道端さんに
　聞きました

問い合わせ　☎�35− 7167　FAX�35− 8037
　　　　　　Ｅメール�info@heartlicense.com
　　　　　　ホームページ�http://www.heartlicense.com

夏休みの子どもの安全について

ジュニアマナー教室
（玄関マナー）

第 4回

　自然史博物館の前に「天
てん

魔
まが

池
いけ

」と呼ばれる池が
あります。
　天正11年（1583）、「賤

しず

ヶ岳の戦い」で羽柴秀吉
に破れた柴田勝家は、北ノ庄に戻って城に火を放
ち、お市の方とともに自決しました。織田信長の
死後、後継者をめぐる争いの中で、両者が対立を
深めた結果でした。その秀吉が本陣を置いた場所
が、この天魔池辺りと伝えられています。秀吉は、
勝家の最後を山上から見届けたのでした。
　それから86年後の寛文９年（1669）、結城秀康
により築城された福井城の天守閣をはじめ、城下
の大半を焼き尽くす大火が発生しました。その際、
城内の道具の一部は、
天魔池へ運ばれたと言
われています。
　山上の古池は、この
ような福井の栄枯盛衰
を見つめてきたとも言
えるでしょう。

問い合わせ　公園課　☎ 20− 5460

山上の古池
　もうすぐ、子どもたちにとって楽しい夏休みが始ま
ります。外で遊ぶ時間が増えて解放的になるため、防
犯面においては十分な注意が必要です。
　夏休みが始まる前に、親子で夏休みの安全について
話し合いましょう。

　夏休みの約束
①知らない人にはついて行かない。
②外では１人で遊ばない。
③�出かける時は、「誰と」「どこで」「何時に帰るか」
を家族に知らせる。
④�何かあったら、大声で助けを呼ぶ。

　保護者ができること
①�日ごろの子どもの行動・交友関係などを把握して
おく。
②地区内の危険な場所を子どもと一緒に確認する。
③日常生活の中で、子どもを見守るという意識を持つ。
④�地区の行事には積極的に参加して交流を深め、地域
の防犯活動につなげる。

天魔池
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　市美術館では、７月18日㈯から、ジョアン・ミ
ロ（1893―1983年）が制作した初期から最晩年ま
での版画作品を網羅した「スペインの巨匠『ミロ
展』」を開催します。
　ミロと言えば、抽象画の巨匠としてスペイン国
内はもとより世界的に大変人気のある作家です。
彼は絵画だけでなく、彫刻や陶製作品、舞台美術
など幅広いジャンルで作品を発表しており、マル

チな創作活動を続けた作家
でもありました。中でも版
画は、絵画と同様に力を注
いだジャンルで、1954年の
第27回ヴェネチア・ビエン
ナーレでは版画大賞を受賞
するなど、その後も晩年ま
で制作を続け、版画だけで

も約2,000点を超える作品を残しています。
　今回紹介する「月下の女性と犬」は、版画を始
めて間もない1935年に、型紙を切って版にするス
テンシルの技法によって制作されました。中央に
鮮やかな黄色と赤、黒を主体とした女性を大きく
取り上げ、バックには黒い雲が差し掛かった白い
月と、画面左下には猫のような長い髭

ひげ

が生えた犬
を配置しています。不思議な形と鮮やかな色合い
をした個々のモチーフは、情熱を持った女性と月
夜の美しさ、そしてそこに繰り広げられる日常を
感じさせるとともに、日々懸命に生きている人間
の姿を自由におおらかに表現しています。

■ スペインの巨匠「ミロ展」
と　き　７月18日㈯～８月30日㈰
休館日　毎週月曜日

問い合わせ　市美術館　☎ 33− 2990

援
軍
を
派
遣
し
て

い
る
こ
と
を
報
告

し
、
秀
康
へ
出
兵

を
頼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
年
、
秀
康

は
上
杉
方
を
防
い

だ
功
績
が
認
め
ら

れ
て
、
越
前
68
万

石
を
拝
領
し
、
初

代
福
井
藩
主
と
な

り
ま
し
た
。

■
松
平
家
史
料
展
示
室

　
「
越
前
松
平
家
の
名
品
Ⅱ
」

と　

き	

８
月
31
日
㈪
ま
で

休
館
日	

７
月
30
日
㈭

「
伊
達
政
宗
が

秀
康
に
送
っ
た
書
状
」

　

現
在
、
上
杉
景
勝
の
重
臣
直な

お

江え

兼か
ね

続つ
ぐ

を
主
人
公
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ
「
天

地
人
」
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
に
、
福

井
藩
祖
結
城
秀
康
や
、
東
北
の
戦
国

大
名
伊
達
政
宗
が
い
ま
す
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）、
秀
康
の

父
徳
川
家
康
は
、
対
立
す
る
会
津
の

景
勝
を
討
つ
た
め
関
東
に
軍
勢
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
石
田

三
成
が
上
方
で
挙
兵
し
た
た
め
、
西

へ
引
き
返
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
関
東
に
残
っ
て
上
杉
方
の

動
き
を
南
か
ら
封
じ
る
役
目
を
与
え

ら
れ
た
の
が
、
当
時
の
結
城
城
主
で

あ
っ
た
秀
康
で
し
た
。

　

同
年
９
月
15
日
、
関
ヶ
原
の
戦
い

で
徳
川
方
は
勝
利
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
上
杉
方
の
不
穏
な
動
き
が
し

ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。
当
時
、
秀
康

は
上
杉
方
に
対
抗
し
て
伊
達
政
宗
と

連
携
を
組
ん
で
お
り
、
政
宗
が
秀
康

へ
送
っ
た
書
状
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
郷
土
歴
史
博
物
館
で
公
開

中
の
書
状
に
は
、
景
勝
が
今
日
明
日

に
も
最
上
へ
出
兵
す
る
こ
と
が
書
か

れ
て
お
り
、
政
宗
が
最
上
へ
多
数
の

ふくいにゾウが歩いていた！

問い合わせ　自然史博物館　☎ 35− 2844

ジョアン・ミロ「月下の女性と犬」（1935 年作）ステンシル

「結城秀康宛伊達政宗書状」（部分）越葵文庫

問
い
合
わ
せ  

郷
土
歴
史
博
物
館 

☎
21
・
０
４
８
９

55

26

もうすぐ夏休みだね。今年はどこの海に遊びに行こう
かなあ。
福井市には、美しい海岸があるわね。そうそう、福井
市の海岸と言えば、これが何かわかる？	
変わった形の石だなあ。何だろう？
これはゾウの仲間の化石で、後ろ足のひざの部分よ。
ゾウの化石！？どこから見つかったの？
これは小

こ に ゅ う

丹生町の海岸で見つかったのよ。約 1,700 万
年前のものなの。
外国じゃなくて、福井市なの！？
そう、驚いた？他に、ゾウが歩いた足跡の化石も茱

ぐみ

崎
ざき

町（旧越廼村）で見つかっているのよ。
足跡まで残っているんだ！
これらの化石から、現在は日本に生息していないゾウ
が、約 1,700 万年前には暮らしていたことがわかるのよ。
昔は福井でもゾウが歩いていたのかあ。なんだか不思
議だなあ。
私たちの身近な場所でも、今とは違う世界があったこ
とを教えてくれる化石がたくさん見つかっているのよ。
自然史博物館の夏の特別展で紹介しているので、ぜひ
実物を見てみてね。

■第68回特別展「身近な太古−福井市の化石」
と　き　７月18日㈯～ 10月12日㈷
入館料　100円
　　　※ 中学生以下、70歳以上、障害者とその付添人は無料です。

ゾウの化石
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と　

き	

８
月
９
日
㈰　

じ
か
ん	

【
午
前
の
部
】

	

９
時
～
12
時

	

【
午
後
の
部
】

	

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ	

防
災
セ
ン
タ
ー

対　

象	

市
内
に
住
む
小
学
３
～
６
年

生
の
子
と
そ
の
保
護
者

共　

催	

福
井
地
方
気
象
台

内　

容
・
気
象
と
災
害
に
つ
い
て
の
講

座
、
実
験

　
　

・
非
常
食
作
り
、
試
食

　
　

・
地
震
体
験	

な
ど

定　

員	

各
部
20
組
（
先
着
順
）

参
加
費	

無
料

申　

込	

７
月
10
日
㈮
～
30
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

学
年
、
電
話
番
号
、
希
望
の

部
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ロ
リ
を
囲
ん
で
、
郷
土
に
伝

わ
る
夏
の
民
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。

「
蚊か

帳や

」
も
体
験
で
き
ま
す
。

と　

き	

７
月
26
日
㈰

	
　

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ	
お
さ
ご
え
民
家
園

対　

象	
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　

員	

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費	

無
料

申　

込	

７
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
受
付

期　

間	

【
小
学
校
（
小
中
学
校
併
設

校
含
む
）
50
校
】

	

７
月
21
日
㈫
～
８
月
20
日
㈭

	

【
中
学
校	

10
校
】

	

７
月
21
日
㈫
～
８
月
14
日
㈮

じ
か
ん	

13
時
～
16
時

休
場
日	

毎
週
日
曜
日

　
　

※
悪
天
候
時
な
ど
の
開
放
に
つ

い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
課
が
指
示

し
ま
す
。

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー	

☎	

27
・
０
４
７
４

イ
ロ
リ
を
囲
ん
で

民
話
を
聞
こ
う
～
夏
～

防
災
セ
ン
タ
ー	

☎	

20
・
５
１
５
６

	

FAX	

21
・
９
０
４
６

夏
休
み
親
子
防
災
教
室

図書館の特別行事 ～夏休みに図書館へ行こう～

と　き じかん 内　容 ところ

７月22日～８月26日の
毎週水曜日　　　　　　 〈全６回〉 14:00～15:00 「ビーザスといたずらラモーナ」ベバリィ・クリアリー作　学研 市立図書館

７月23日㈭～25日㈯、
７月30日㈭～８月１日㈯〈全６回〉 14:00～15:00 「�ゆかいなホーマーくん」ロバート・マックロスキー作　岩波書店 みどり図書館

７月27日㈪～29日㈬、
８月�３日㈪～�５日㈬��� 〈全６回〉 14:00～15:00 ～夏休み･物語の世界へようこそ～アンデルセ

ンのおはなし 桜木図書館

７月21日～８月18日の
毎週火曜日　　　　　　 〈全５回〉 11:00～11:45 「�大どろぼうホッツェンプロッツ」プロイスラー作　偕成社 美山図書館

◆親子で夜のおはなし会
　昔話や創作のお話を語ります。
と　き　８月７日㈮	19時～19時45分
ところ　桜木図書館
対　象　小学生以上の子とその保護者

◆夏休み子どもえいが会
と　き　８月８日㈯、22日㈯、29日㈯	14時～15時
ところ　みどり図書館
作品名　	「ねこざかな」、「たろうのおでかけ」、「ち

いさなきいろいかさ」など
対　象　幼児～小学生

◆かがくえほんを楽しもう！
と　き　７月24日㈮～26日㈰	11時～11時45分
ところ　美山図書館
作品名　	「よわいかみ	つよいかたち」（24日）、「かみ

ひこうき」（25日）、「しろいかみのサーカス」
（26日）

対　象　幼児～小学生

◆世界の絵本展
　世界41か国の絵本を展示します。
と　き　８月１日㈯～15日㈯
ところ　清水図書館
対　象　幼児以上

ス
ポ
ー
ツ
課
分
室	

☎	

20
・
５
３
９
４

学
校
プ
ー
ル
を

一
般
開
放
し
ま
す

◆夏休みおはなし会
　昔話や創作のお話を語ります。
と　き　【市立図書館】８月20日㈭	14時～15時
　　　　【みどり図書館】８月21日㈮	14時～15時
　　　　【桜木図書館】８月25日㈫	14時～15時
　　　　【清水図書館】８月５日㈬	14時～15時
　　　　【美山図書館】８月22日㈯	11時～11時30分
対　象　５歳以上

◆夏休み朗読会

対　象　小学生以上

市立図書館　☎ 20－5000
みどり図書館　☎ 34－8859
桜木図書館　☎ 20－1530
清水図書館　☎ 98－3820
美山図書館　☎ 90－1700
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農
政
企
画
課	

☎	

20
・
５
４
２
０

親
子
あ
ぜ
道
テ
ー
リ
ン
グ

と　

き	
８
月
12
日
㈬

	

　

８
時
20
分
～
16
時

（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所	

市
役
所
本
館
１
階

	

　

市
民
ホ
ー
ル

対　

象	
	

市
内
に
住
む
小
学
３
～
６
年

生
の
子
と
そ
の
保
護
者

（
２
人
１
組
）

内　

容
・	

酪
農
家
見
学
（
牛
の
乳
搾
り

体
験
）

　
　
　

・
農
家
見
学

　
　
　

・
米
粉
を
使
っ
た
調
理
実
習

　
　
　

・
昼
食
、
食
生
活
の
話

　
　
　

・	

園
芸
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
、

芋
掘
り

定　

員	

25
組
（
抽
せ
ん
）

参
加
費	

１
人	

３
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申　

込	
	

７
月
29
日
㈬
（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
に
住
所
、
親
子

の
氏
名
、
年
齢
、
子
ど
も
の

学
年
、
電
話
番
号
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
０
―
８
５
１
１

	

福
井
市
役
所	

農
政
企
画
課

第68回特別展「身近な太古―福井市の化石」
自然史博物館　☎ 35－2844

　市内の各地域で見られる特色のある化石を一堂に展示し、その歴史やそこに生きていた生物について紹
介します。
と　き　７月18日㈯～10月12日㈷	９時～17時15分
　　　※入館は16時45分までです。
ところ　自然史博物館
入館料　100円
　　　※中学生以下、70歳以上、障害者とその付添人は無料です。

◆オープニングイベント
　岩石開きや化石採集者によるミュージ
アムトークを行います。
と　き　７月18日㈯	
　　　　　９時～10時
入館料　100円
　　　※	中学生以下、70歳以上、障害者

とその付添人は無料です。

◆�化石ウィーク②「化石収蔵庫をのぞいて見よう」
　普段は入ることのできない化石の収蔵庫を見学
します。
と　き　８月１日㈯、４日㈫、６日㈭、８日㈯、９日㈰
　　　　　10時30分～、11時～、11時30分～、
　　　　　13時30分～、14時～、14時30分～

（約20分）
対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員　各回10人（先着順）
参加費　無料
　　　※入館料が別途必要です。
申　込　当日、会場受付

◆化石ウィーク①「化石のレプリカを作ろう」
　市内で見つかった化石のレプリカを作ります。
と　き　８月１日㈯、４日㈫、６日㈭、８日㈯、９日㈰
　　　　　10時～12時、13時～16時
参加費　50円
　　　※入館料が別途必要です。
申　込　当日、会場受付

◆夏休み早起きプレゼント
　本物そっくりの「化石チョコ」をプレゼントします。
と　き　７月18日㈯～20日㈷、25日㈯、26日㈰
　　　　　９時～
対　象　中学生以下
定　員　各日20人（先着順）
参加費　無料
※申込は必要ありません。

◆化石ウィーク③「はじめての化石探し」
　市内の岩石を割って、化石を探します。
と　き　８月２日㈰、５日㈬、７日㈮
　　　　　10時～、11時～、14時～（約45分）
対　象　小学４年生～中学３年生
定　員　各回10人（抽せん）
参加費　100円
申　込　	７月24日㈮（必着）までに、往復はが

きに住所、氏名、年齢、電話番号を
書いて送ってください。

申込先　〒918－8006	福井市足羽上町147
　　　　　福井市自然史博物館	
　　　　「はじめての化石探し」係
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
や
省
エ
ネ

の
必
要
性
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
風
車

を
作
っ
て
発
電
の
実
験
を
し
ま
す
。

と　

き	

７
月
30
日
㈭

	

　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ	

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

	

　

１
階	

消
費
者
ル
ー
ム

対　

象	

小
学
３
年
生
以
上

講　

師	

㈵
エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い

定　

員	

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費	

無
料

持
ち
物	

	

筆
記
用
具
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル
、
は
さ
み
、
飲
み
物

申　

込	
	

７
月
10
日
㈮
か
ら
窓
口
ま
た

は
電
話
受
付

と　

き	

８
月
18
日
㈫
、
19
日
㈬

	

　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ	

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

	

　

３
階	

教
材
制
作
室

対　

象	

市
内
に
住
む
小
学
生

内　

容	
	

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
、
撮
影
、

編
集
、
作
品
上
映	

な
ど

定　

員	

各
16
人
（
抽
せ
ん
）

受
講
料	

５
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）

申　

込	
	

８
月
５
日
㈬
ま
で
窓
口
ま
た

は
電
話
受
付

※	

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

メ
ダ
カ
を
観
察
し
て
、
紙
粘
土
で

大
き
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き	

８
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

	

〈
全
２
回
〉	

	
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ	
市
美
術
館

対　

象	

小
学
１
年
生
以
上

定　

員	

25
人
（
抽
せ
ん
）

参
加
費	

５
０
０
円

申　

込	
	

７
月
29
日
㈬
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、

	
	

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
８
―
８
１
１
２

	

福
井
市
下
馬
３
丁
目
１
１
１
１

	

　

福
井
市
美
術
館

と　

き	

９
月
13
日
㈰

	

　

９
時
30
分
～

集
合
場
所	

市
企
業
局
庁
舎
前

コ
ー
ス	

	

九
頭
竜
浄
水
場
→
県
内
水
面

総
合
セ
ン
タ
ー
→
九
頭
竜
川

流
域
防
災
セ
ン
タ
ー

対　

象	
	

市
内
に
住
む
小
学
生
以
上
の

子
と
そ
の
保
護
者

定　

員	

20
組
（
抽
せ
ん
）

参
加
費	

無
料

　
　

※	

弁
当
、
お
菓
子
を
用
意
し
ま

す
。

申　

込	
	

７
月
21
日
㈫
～
８
月
14
日
㈮

ま
で
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

受
付

	

《
Ｅ
メ
ー
ル
》

	
kkikaku@

city.fukui.lg.jp

と　

き	

８
月
４
日
㈫

	

　

９
時
～
15
時

集
合
場
所	

九
頭
竜
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　

※	

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
駅
か
ら

連
絡
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス	

	
九
頭
竜
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
→

	

森
田
配
水
塔
「
マ
イ
ア
ク

ア
」
→
県
内
水
面
総
合
セ
ン

タ
ー	

な
ど

対　

象	

市
内
に
住
む
小
中
学
生

	
	（

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

定　

員	

40
人
（
抽
せ
ん
）

参
加
費	

１
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物	

	

動
き
や
す
い
服
装
、
歩
き
や

す
い
靴
、
昼
食
、
雨
具

申　

込	
	

７
月
27
日
㈪
（
必
着
）
ま
で

に
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

	
	

年
齢
を
書
い
て
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fukui-sw

c.
jp

）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先	

〒
９
１
３
―
０
０
２
４

	

坂
井
市
三
国
町
池
見
２
―
27

	

　

㈶
福
井
県
下
水
道
公
社

と　

き	

７
月
29
日
㈬

	

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ	

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象	
	

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
診
結

果
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
人

内　

容	
	

生
活
習
慣
病
予
防
や
栄
養
の

話
、
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

　
　

※	

希
望
者
に
脂
質
・
血
糖
値
の

血
液
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

	

（
１
項
目
あ
た
り
４
０
０
円
）

相
談
医	

三
崎
医
院　

三
崎	

裕
史	

氏

定　

員	

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物	

	

健
診
結
果
な
ど
血
液
デ
ー
タ

が
わ
か
る
も
の

申　

込	

随
時
、
電
話
受
付

　
　

※	

血
液
検
査
希
望
者
は
、
申
込

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き	

８
月
10
日
㈪

	

　

13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ	

清
水
保
健
セ
ン
タ
ー　

対　

象	
	

職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受

診
す
る
機
会
が
な
い
18
～
39

歳（
22
年
３
月
末
の
年
齢
）の
人

内　

容	

身
体
計
測
、
心
電
図	

な
ど

負
担
金	

３
０
０
０
円

申　

込	

随
時
、
電
話
受
付

※	

当
日
、
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、

申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
実
施
規
則
の
改
正
に
よ

り
、
６
月
２
日
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン

（
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
）
が
１
期
予
防
接
種
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
接
種
を
希
望
す
る
人
に
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対　

象	

【
１
期
】

	

３
歳
～
７
歳
６
か
月
未
満

	

【
２
期
】

	

小
学
４
年
生
～
13
歳
未
満

負
担
金	

無
料

※	

２
期
は
旧
ワ
ク
チ
ン
の
み
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

川
と
水
の
親
子
教
室

経
営
企
画
課	

☎	

20
・
５
６
１
５

健

康

相

談

会

市
保
健
セ
ン
タ
ー	

☎	

28
・
１
２
５
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診

清
水
保
健
セ
ン
タ
ー	

☎	

98
・
３
２
０
０

日
本
脳
炎
予
防
接
種

市
保
健
セ
ン
タ
ー	

☎	

28
・
１
２
５
６

消
費
者
セ
ン
タ
ー	

☎	

20
・
５
０
７
０

夏
休
み
子
ど
も
消
費
者
教
室

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
教
室
」

映
像
文
化
セ
ン
タ
ー	

☎	

20
・
５
０
３
０

夏
休
み
子
ど
も
Ｉ
Ｔ
教
室

「
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
」

市
美
術
館	

☎	

33
・
２
９
９
０

子
ど
も
ア
ト
リ
エ

「
で
っ
か
い
メ
ダ
カ
を
つ
く
ろ
う
」

九
頭
竜
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
見
学
会

㈶
福
井
県
下
水
道
公
社	

☎	

82
・
４
６
６
０

	

FAX	

82
・
４
５
９
２

下
水
管
理
課	

☎	

20
・
５
６
５
２
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介護保険料の納付のお知らせ
介護保険課　☎ 20－5715

　65歳以上の人の介護保険料は、必要な介護サービス総費用に応じて、３年ごとに見直します。今回、第
４期介護保険事業計画の策定および平成21年度の介護報酬の改定などに伴い、平成21年度から平成23年度
までの保険料が改定されました。
　基準額（月額4,400円）は据え置かれますが、所得段階を多段階に設定することなどで、負担能力に応じ
た保険料を納めていただくことになります。

◆平成21～23年度の段階と保険料
　65歳以上の人は、前年の所得状況などに応じて次の９段階のいずれかの保険料を納めることになります。

◆保険料通知と納付方法
　◎特別徴収（年金からの天引き）の場合
　　保険料年額を、年金給付月（年６回、４月から翌年２月）に分けて徴収します。
　�　保険料額は、７月中旬に郵送する「介護保険料納入通知書兼特別徴収開始通知書」でお知らせします。
　◎普通徴収（年金からの天引きがされていない）の場合
　�　保険料額は、７月中旬に郵送する「介護保険料納入通知書」でお知らせします。口座振替以外の人は「介
護保険料納入通知書」と一緒になっている「納付書」で納付します。10月から特別徴収となる人は、７月、８
月、９月は「納付書」で納付します。

◆平成21年度の保険料の納期限

段階 対　象 保険料率 年　額 １か月あたり

１ 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人 基準額
×0.35 18,480円 1,540円

２ 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の人

基準額
×0.35 18,480円 1,540円

３ 世帯全員が市民税非課税で、第２段階に該当しない人 基準額
×0.70 36,960円 3,080円

４ 本人は市民税非課税だが、世帯の誰かに市民税が課税されている人で、
本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.85 44,880円 3,740円

５ 本人は市民税非課税だが、世帯の誰かに市民税が課税されている人で、
第４段階に該当しない人 基準額 52,800円 4,400円

６ 本人が市民税課税で、合計所得金額が125万円未満の人 基準額
×1.15 60,720円 5,060円

７ 本人が市民税課税で、合計所得金額が125万円以上200万円未満の人 基準額
×1.25 66,000円 5,500円

８ 本人が市民税課税で、合計所得金額が200万円以上500万円未満の人 基準額
×1.50 79,200円 6,600円

９ 本人が市民税課税で、合計所得金額が500万円以上の人 基準額
×1.75 92,400円 7,700円

※�納期（普通徴収８期、特別徴収６期）の関係により、１期あたりに納入する金額と１か月あたりの保険料額は一致しません。

第１期  ７月31日㈮ 第５期 11月30日㈪

第２期  ８月31日㈪ 第６期 12月25日㈮

第３期  ９月30日㈬ 第７期 平成22年２月１日㈪

第４期 11月 ２日㈪ 第８期 平成22年３月１日㈪

と　

き�

【
市
保
健
セ
ン
タ
ー
】

�

７
月
24
日
㈮
、
28
日
㈫
、

�

　
　

30
日
㈭
、
31
日
㈮
、

�

８
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮
、

�

　
　

11
日
㈫
、
12
日
㈬
、

�

　
　

25
日
㈫
、
26
日
㈬
、

�

９
月
29
日
㈫
、
12
月
24
日
㈭

�

【
清
水
保
健
セ
ン
タ
ー
】

�

８
月
４
日
㈫
、
13
日
㈭
、

�

９
月
10
日
㈭

じ
か
ん�

13
時
～
14
時
30
分

対　

象�
�

小
学
６
年
生
以
上
13
歳
未
満

の
人

　
　

※�

小
学
６
年
生
に
は
通
知
し
ま

す
。
指
定
日
に
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
右
の
日
程
の
中

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

�
�

保
護
者
以
外（
祖
父
母
な
ど
）

が
同
伴
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

負
担
金�

無
料

市
保
健
セ
ン
タ
ー�

☎�

28
・
１
２
５
６

清
水
保
健
セ
ン
タ
ー�

☎�

98
・
３
２
０
０

２
期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

予
防
接
種
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福井市国民健康保険・後期高齢者医療に加入している皆さんへ
保険年金課（保険係）　☎ 20－5383

＜平成21年度 国民健康保険税に関するお知らせ＞

保険税の課税限度額の改正

　介護保険分の限度額が、年間９万円から10万円に引き上げられました。
　これにより、年間の課税最高限度額は、医療保険分47万円、後期高齢者支援金等分12万円と合わせて69万円
になります。

＜国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の納付のお知らせ＞
　国民健康保険税納税通知書、後期高齢者医療保険料額決定通知書は７月中旬に郵送する予定です。

◆普通徴収（年金からの天引きがされていない）の場合
　10月から特別徴収となる人は、７月、８月、９月は普通徴収で納付します。

　平成21年度の納期限

◆特別徴収（年金からの天引き）の場合　
　年金給付月に、特別徴収の対象となる年金から保険税、保険料を徴収します。

　　仮徴収（４月、６月、８月）
　　本徴収（10月、12月、平成22年２月）
　※�10月、12月、来年２月に年金から天引きされる金額は、７月に通知する平成21年度の年間の金額から、４月、６月、
８月の年金から天引きされた金額を引いて３回で割った金額です。

　　所得などの変更により、特別徴収から普通徴収に変わることがあります。
　　�納付方法を、特別徴収（年金からの天引き）から口座振替に変更できます。変更を希望する場合は、申出が必要です。

被用者保険の被扶養者であった人の国民健康保険税の減免について

　会社などの被用者保険に加入していた人が長寿医療（後期高齢者医療）へ移行することで、その被扶養者で
65歳以上の人が国民健康保険に加入する場合は、２年間の国民健康保険税の軽減措置があります。軽減措置を
受けるには、申請が必要です。なお、平成20年度に申請をした人は、申請の必要はありません。

＜国民健康保険高齢受給者証、後期高齢者医療被保険者証の更新のお知らせ＞

（※１）�平成21年度の市・県民税課税所得額が、145
万円以上の本人および同一世帯の加入者

　　　（国民健康保険の場合は、70～74歳の加入者）
　　　ただし、次の場合は、申請によって「一般」の区分になります。
　　　①世帯に本人以外の加入者がいる場合、世帯の加入者の収入合計額が520万円未満
　　　②�世帯に本人以外の加入者がいない場合、加入者本人の収入額が383万円未満、または後期高齢者医療の加入者で、世帯の

70～74歳の人（後期高齢者医療の加入者を除く）を含めた収入額が520万円未満

第１期   7月31日㈮ 第５期 11月30日㈪

第２期   8月31日㈪ 第６期 12月25日㈮

第３期   9月30日㈬ 第７期 平成22年  2月  1日㈪

第４期 11月  2日㈪ 第８期 平成22年  3月  1日㈪
※国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の納付には、安全で便利な口座振替をご利用ください。

◆国民健康保険高齢受給者証
　国民健康保険の高齢受給者証は、
毎年８月１日に更新されます。新し
い高齢受給者証は７月末までに郵
送します。

医療機関での一部負担金割合

一　般
２割

（平成22年3月31
　日までは1割）

現役並み所得者
（※１） ３割

◆後期高齢者医療被保険者証
　後期高齢者医療被保険者証が８月１日に更新されます。新し
い保険証は７月末までに郵送します。これまでのカード型か
ら見開き型に変わり、見やすくなり
ました。
※�世帯に複数の加入者がいる場合は、１
つの封筒で世帯全員分の保険証を送り
ます。
　�一部負担金の割合が変更になっている
場合がありますので、ご確認ください。

医療機関での一部負担金割合
一　般 １割
現役並み所得者（※１） ３割
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平成21年度 「標準負担額減額認定証」および「限度額適用認定証」の更新について
保険年金課（保険係）　☎20－5383

◆国民健康保険の場合
　　「標準負担額減額認定証」および「限度額適用認定証」の交付申請を受け付けます。（新規・更新申請）
申請開始　平成21年７月21日㈫
申請場所　市役所本館２階 保険年金課、各総合支所 市民福祉課
持ち物　国民健康保険被保険者証、印鑑（スタンプ印は不可）、窓口に来る人を証明するもの
発効期日　平成21年８月１日から　※８月以降に申請した場合は、申請月の１日から適用されます。

【入院中の食事代】

【70歳未満の人の自己負担限度額（月額）】

【70歳以上の人の自己負担限度額（月額）】

◆後期高齢者医療の場合
　現在「後期高齢者医療限度額適用 ･ 標準負担額減額認定証」を交付されている人で、引き続き平成21年度
も交付対象となる人には、新しい「後期高齢者医療限度額適用･標準負担額減額認定証」を７月末までに郵送
します。
　世帯に平成20年分の所得の未申告者がいる場合は郵送しません。未申告者が申告し、交付の対象となる場
合は、申請することで認定証を交付します。
　世帯に複数の対象者がいる場合は、１つの封筒で世帯全員分の認定証を送ります。

① 一　般（下記の②③以外） １食　260 円

② 市・県民税非課税世帯
90 日までの入院 １食　210 円

90 日を超える入院 １食　160 円

③ 市・県民税非課税世帯（70 歳以上で所得が一定基準以下の場合） １食　100 円

所得区分 高額療養費の支給が３回目まで ４回目以降

上位所得世帯（※１） 150,000 円＋（医療費－ 500,000 円）× １％ 83,400 円

一　般   80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× １％ 44,400 円

市・県民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

（※１）同一世帯のすべての国民健康保険加入者の、基礎控除後の総所得金額の合計額が600万円を超える世帯です。
（注）入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは、別費用となります。

所得区分 外来のみ（個人単位） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み所得者（※２） 44,400 円
80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× １％

（４回目以降は 44,400 円）

一　般 12,000 円 44,400 円

低所得者Ⅱ（※３）   8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ（※４）   8,000 円 15,000 円

（※２） 平成21年度の市・県民税課税所得額が、145万円以上の本人および同一世帯の加入者
　　　  ただし、世帯の70歳以上の国民健康保険加入者の収入合計額が、２人以上の場合で520万円未満、１人の場合で収入

が383万円未満であれば、申請によって「一般」の区分になります。
（※３）世帯主および国民健康保険加入者が市・県民税非課税の人（低所得Ⅰ以外の人）
（※４） 世帯主および国民健康保険加入者が市・県民税非課税で、それぞれの各所得から必要経費と控除（年金の所得は控除額

を80万円として計算）を差し引くと０円になる人

「標準負担額減額認定証」の交付を受けると 「限度額適用認定証」の交付を受けると

　入院時の食事代が減額されます。

対　象　〈国民健康保険の場合〉
　　　　 世帯主および世帯の国民健康保険加入者全

員が市・県民税非課税の人
　　　　〈後期高齢者医療の場合〉
　　　　 世帯全員が市・県民税非課税の人

　入院時の医療費の窓口負担が高額療養費の自己負
担限度額までになります。

対　象　〈国民健康保険の場合〉
　　　　 原則、国民健康保険税の滞納がない世帯の人
　　　　〈後期高齢者医療の場合〉
　　　　 世帯全員が市・県民税非課税の人
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と　

き	

７
月
25
日
㈯

	

　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ	

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

	

　

３
階	

映
像
ホ
ー
ル

上
映
作
品
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
編

（
10
時
～
）

	

奈
良
の
名
刹さ

つ	

西
大
寺	

ほ
か

　
　
　
　

・
ア
ニ
メ
編	

（
13
時
30
分
～
）

	

「
し
っ
た
か
ぶ
り
の
さ
る
」ほか

定　

員	

１
１
８
人

入
場
料	

無
料

　

結
城
秀
康
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
や

遺
品
、
刀
剣
の
ほ
か
、
夏
を
感
じ
さ

せ
る
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き	

８
月
31
日
㈪
ま
で

	

　

９
時
～
19
時

　
　

※
入
館
は
18
時
30
分
ま
で
で
す
。

	

７
月
30
日
㈭
は
休
館
し
ま
す
。

と
こ
ろ	

郷
土
歴
史
博
物
館

観
覧
料	

２
１
０
円

　
　

※	

中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
、

	

障
害
者
と
そ
の
付
添
人
は
無

料
で
す
。

　

日
本
各
地
で
部
分
日
食
が
見
ら
れ
、

ト
カ
ラ
列
島
な
ど
で
は
皆
既
日
食
が

見
ら
れ
ま
す
。
福
井
で
は
、
約
７
割

が
欠
け
た
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

と　

き	

７
月
22
日
㈬

	

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　

※	

雨
天
・
曇
天
時
は
中
止
し
ま

す
。

と
こ
ろ	
自
然
史
博
物
館

講　

師	

自
然
史
博
物
館
協
力
員

	

　

宮
川	
祐
一	

氏

参
加
費	

１
０
０
円

　
　

※	

中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
、

	
	

障
害
者
と
そ
の
付
添
人
は
無

料
で
す
。

と　

き	

【
種
ま
き
体
験
】

	

８
月
22
日
㈯

	

【
そ
ば
刈
り
体
験
】

	
	

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
の
土

曜
日

	

【
そ
ば
打
ち
体
験
】

	

12
月
上
旬
～
中
旬
の
土
曜
日

（
小
雨
決
行
）

じ
か
ん	

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ	

殿
下
地
区
（
西
別
所
町
）

対　

象	
	

市
内
に
住
む
人
で
、
３
回
と

も
参
加
で
き
る
人（２

人
１
組
）

定　

員	

20
組
（
抽
せ
ん
）

参
加
費	

１
組	

１
０
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

申　

込	
	

８
月
７
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
に
参
加
す
る
２

人
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

申
込
先	

〒
９
１
０
―
８
５
１
１

	
	

福
井
市
役
所	

農
政
企
画
課

と　

き	

７
月
31
日
㈮
、
８
月
７
日
㈮

	

　

12
時
30
分
～

　
　

※
集
合
時
間
は
12
時
で
す
。

と
こ
ろ	
茱ぐ

み

崎
漁
港

内　

容
・
定
置
網
漁
船
体
験

　
　
　

・
荷
揚
げ
見
学

　
　
　

・	

捕
れ
た
魚
を
使
っ
た
さ
ば
き

方
教
室

定　

員	

各
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費	

１
０
０
０
円

申　

込	

７
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
受
付

と　

き	

８
月
９
日
㈰

	

　

13
時
30
分
～
16
時

集
合
場
所	

和
田
八
幡
宮

コ
ー
ス	

	

和
田
八
幡
宮
、
浄
尊
寺
、
養

泉
寺
、
和
田
本
覚
寺
跡	

な
ど

参
加
費	

５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

申　

込	
	

７
月
31
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
０
―
８
５
１
１

	

福
井
市
役
所	

歴
史
の
み
ち

	

整
備
推
進
室
内

	

「
語
り
部
」
と
歩
く
８
月	

係

と　

き	

８
月
２
日
㈰

	

　

14
時
～
16
時

と
こ
ろ	

福
井
商
工
会
議
所

講　

師	

県
総
合
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

	

緑
の
相
談
員

	
　

松
田	

正
宏	

氏

定　

員	
１
２
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費	

無
料

申　

込	
	

７
月
31
日
㈮
ま
で
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付

　

６
月
７
日
㈰
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
第
60

回
全
国
植
樹
祭
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。
併
せ
て
、
こ
の
全
国
植
樹
祭
で

使
用
し
た
歓
迎
の
ぼ
り
旗
を
再
利
用

し
て
作
っ
た
買
い
物
バ
ッ
グ
な
ど
の

作
品
や
、
森
林
の
重
要
な
働
き
な
ど

を
伝
え
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
シ
ア
タ
ー

映
像
文
化
セ
ン
タ
ー	

☎	

20
・
５
０
３
０

そ
ば
づ
く
り
体
験

農
政
企
画
課	

☎	

20
・
５
４
２
０

郷
土
歴
史
博
物
館	

☎	

21
・
０
４
８
９

松
平
家
史
料
展
示
室
テ
ー
マ
展

「
越
前
松
平
家
の
名
品
Ⅱ
」

自
然
史
博
物
館	

☎	

35
・
２
８
４
４

天
体
観
望
会

「
部
分
日
食
を
見
よ
う
」

全
国
植
樹
祭
開
催
準
備
室

	

☎	

20
・
５
４
４
３

第
60
回
全
国
植
樹
祭

開
催
記
念
パ
ネ
ル
展

と　き じかん ところ

７月11日㈯、
12日㈰

10：00～20：00
※�12日は15時30分
までです。

ショッピングシティ・
ベル１階
　北コート

７月13日㈪
～17日㈮

8：30～17：30
※�17日は13時ま
でです。

市役所本館１階
　市民ホール

暮
ら
し
と
環
境
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

「
地
球
温
暖
化
と
森
林
」

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
事
務
局

（
環
境
課
内
）	

☎	

20
・
５
３
９
８

	

FAX	

20
・
５
３
９
１

語
り
部
と
歩
く
歴
史
探
訪

市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
語
り
部
」

事
務
局
（
歴
史
の
み
ち
整
備
推
進
室
内
）

	

☎	

20
・
５
１
０
６

市
や
す
ら
ぎ
農
村
連
絡
会
事
務
局

（
農
政
企
画
課
内
）	

☎	

20
・
５
４
２
０

定
置
網
漁
船
体
験
と

魚
の
さ
ば
き
方
教
室
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市
民
と
協
働
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。
環
境
や
防
災
に
つ
い
て
体
験

で
き
ま
す
。
朝
市
や
展
示
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
。
市
消
防
音
楽
隊
や
フ
ァ
イ

ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
も
登
場
し
ま
す
。

と　

き	

７
月
26
日
㈰

	

　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ	

森
田
浄
水
場（
森
田
新
保
町
）

◆�

森
田
配
水
塔
「
マ
イ
ア
ク
ア
」
で

森
田
地
区
の
花
火
を
見
よ
う

　

当
日
20
時
か
ら
開
催
予
定
の
森
田

地
区
の
花
火
を
、
森
田
配
水
塔
「
マ

イ
ア
ク
ア
」
で
見
ま
せ
ん
か
。

定　

員
・
事
前
申
込	

50
人
（
抽
せ
ん
）

　
　
　

・	

会
場
受
付	

50
人
（
先
着
順
）

申　

込	

【
事
前
申
込
】

	
	

７
月
20
日
㈷
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
、
参
加

者
全
員
（
１
グ
ル
ー
プ
成
人

を
含
め
て
４
人
ま
で
）
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
　

※	

団
体
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

	

【
会
場
受
付
】

	
	

当
日
、
10
時
か
ら
本
部
（
森

田
浄
水
場
）
受
付

申
込
先	

〒
９
１
０
―
８
５
２
２

加
費
を
添
え
て
、事
務
局（
長

寿
福
祉
課
内
）
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

※	

申
込
書
は
事
務
局
、
各
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。

※	

囲
碁
の
部
の
上
位
４
人
と
将
棋
の

部
の
上
位
２
人
に
は
、
ふ
く
い
健

康
長
寿
祭
の
参
加
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

と　

き	

８
月
20
日
～
９
月
４
日
の

	

毎
週
木
・
金
曜
日

	

〈
全
６
回
〉

	

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ	

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

	

　

３
階	

メ
デ
ィ
ア
実
習
室

対　

象	
	

市
内
に
住
む
か
勤
め
る
人
で
、

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人

内　

容	
	

さ
ま
ざ
ま
な
書
式
の
設
定
、

図
形
描
写
機
能
の
利
用

な
ど

定　

員	

20
人
（
抽
せ
ん
）

受
講
料	

６
０
０
０
円（
教
材
費
含
む
）

申　

込	
	

８
月
６
日
㈭
ま
で
窓
口
ま
た

は
電
話
受
付

と　

き	

８
月
４
日
㈫

	

　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ	

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

	

　

３
０
１
号
室

対　

象	

市
内
に
住
む
人

定　

員	

60
人
（
先
着
順
）

受
講
料	

無
料

申　

込	
	

７
月
27
日
㈪
８
時
30
分
か
ら

電
話
受
付

　

救
命
手
当
法
か
ら
幅
広
い
応
急
手

当
法
ま
で
、
実
技
を
中
心
に
指
導
し

ま
す
。
後
日
、
講
習
修
了
者
に
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

と　

き	

９
月
６
日
㈰

	

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

と
こ
ろ	

防
災
セ
ン
タ
ー

対　

象	
	

市
内
に
住
む
か
通
勤
・
通
学

す
る
高
校
生
以
上
の
人

定　

員	

40
人
（
先
着
順
）

受
講
料	

無
料

持
ち
物	

	

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装
、
ズ
ッ
ク
、
昼
食

申　

込	

７
月
27
日
㈪
か
ら
電
話
受
付

　
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

　

自
己
の
課
題
改
善
と
自
分
に
適
し

た
就
職
活
動
戦
略
を
立
て
て
実
際
の

行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
就

職
・
転
職
の
実
現
を
目
指
す
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
中
や
終
了
後
も
、
１
年

間
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
に
企
業
実
習
も
行
い
ま
す
。

と　

き	

７
月
22
日
㈬
、
24
日
㈮
、

	

　
　

27
日
㈪
、
29
日
㈬

	

〈
全
４
回
〉

	

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

※	

29
日
は
９
時
30
分
～
12
時
30

分
で
す
。

と
こ
ろ	

市
研
修
セ
ン
タ
ー

（
文
京
６
丁
目
）

対　

象	
	

お
お
む
ね
20
～
50
歳
代
で
、

就
職
・
転
職
を
目
指
す
人

内　

容	
	

自
己
分
析
、
自
己
改
革
行
動

目
標
設
定
、
就
職
活
動
戦
略
、

再
就
職
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
、

模
擬
面
接	

な
ど

定　

員	

20
人

参
加
費	

無
料

申　

込	
	

随
時
、
㈱
グ
レ
ー
ト
福
井

支
店
（
☎
０
１
２
０
・
９
３

２
・
１
０
５
）
で
電
話
受
付

	
	

福
井
市
企
業
局	

経
営
企
画
課

※	

詳
し
く
は
、
企
業
局
広
報
紙
「
Ｈ

Ｏ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」
21
号
（
７
月

発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井
の
立
地
企
業

が
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
の
出
店
を
行

い
ま
す
。

と　

き	

７
月
25
日
㈯

	

　

16
時
～
21
時（

雨
天
中
止
）

と
こ
ろ	

	

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井
総
合
公
園

（
坂
井
市
三
国
町
）

と　

き	

７
月
30
日
㈭	

	

　

９
時
～

と
こ
ろ	

市
民
福
祉
会
館
３
階

対　

象	

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人

　
　

※
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。

参
加
費	

１
０
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

　
　

※	

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
は
返

金
し
ま
せ
ん
。

申　

込	
	

７
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
参

救
急
救
助
課�

☎�

20
・
３
９
９
８

上
級
救
命
講
習
会

シ
ル
バ
ー
囲
碁
・
将
棋
大
会

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
長
寿
福
祉
課
内
）�

☎�

20
・
５
４
０
０

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
夏
祭
り

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井
夏
祭
り
実
行
委
員
会

�

☎�

81
・
６
０
６
６

マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
室�

☎�

20
・
５
３
２
５

園
芸
セ
ン
タ
ー�

☎�

83
・
０
２
６
５

園
芸
講
習
会

「
秋
冬
野
菜
の
作
り
方
」

経
営
企
画
課�

☎�

20
・
５
６
１
５

夏
だ
！
祭
り
だ
！
マ
イ
ア
ク
ア

～
安
全
・
安
心
エ
コ
ふ
く
い
フ
ェ
ア
～

映
像
文
化
セ
ン
タ
ー�

☎�

20
・
５
０
３
０

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

「
文
章
作
成
の
応
用
」

労
政
課�

☎�

20
・
５
３
２
１

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

（
一
般
コ
ー
ス
）
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第１回 アオッサ寿（ことぶき）大学
県県民ホール管理事務室　☎ 87－0003

行政管理課　☎ 20－5230

　

漢
字
を
通
し
て
、
先
人
の
知
恵
か

ら
生
ま
れ
た
儀
式
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き	

８
月
29
日
㈯

	

　

14
時
～
16
時

と
こ
ろ	

ア
オ
ッ
サ	

研
修
室
６
０
７

対　

象	

市
内
に
住
む
人

定　

員	

80
人
（
抽
せ
ん
）

受
講
料	

無
料

持
ち
物	

筆
記
用
具

申　

込	
	

８
月
20
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、窓
口
（
ア
オ
ッ
サ
５
階
）

ま
た
は
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
０
︱
０
８
５
８

	

福
井
市
手
寄
１
丁
目
４
︱
１

	

　

ア
オ
ッ
サ	

中
央
公
民
館

	

「
市
民
公
開
講
座
」	

係

　

眉
メ
イ
ク
の
コ
ツ
を
学
ん
で
顔
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

	

　

椎
木	

マ
ル
セ
ラ	

氏

定　

員	

50
人
（
先
着
順
）

受
講
料	

５
０
０
円

持
ち
物	

内
ズ
ッ
ク

申　

込	
	

７
月
22
日
㈬
ま
で
、
協
会
で

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付

　

観
光
事
業
の
専
門
家
や
先
進
的
な

事
業
に
取
り
組
む
組
織
の
担
当
者
な

ど
を
講
師
に
迎
え
て
、
産
業
観
光
や

体
験
型
観
光
、
地
域
資
源
の
活
用
な

ど
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
研
修
を
行

い
ま
す
。

と　

き	

７
月
30
日
㈭

	

　

14
時
～

　
　

※	

12
月
ま
で
に
６
回
開
催
し
ま

す
。

と
こ
ろ	

福
井
商
工
会
議
所

受
講
料	

無
料

　
　

※	

先
進
地
視
察
は
別
途
参
加
費

が
必
要
で
す
。

定　

員	

30
人

※	

詳
し
く
は
、
福
井
商
工
会
議
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き	

８
月
９
日
㈰

	

　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ	

ア
オ
ッ
サ	

研
修
室
６
０
２

対　

象	

市
内
に
住
む
か
勤
め
る
女
性

講　

師	

顔
学
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

	

　

前
田	

紘
一	

氏

定　

員	

20
人
（
抽
せ
ん
）

受
講
料	

無
料

申　

込	
	

７
月
30
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、窓
口
（
ア
オ
ッ
サ
５
階
）

ま
た
は
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
０
︱
０
８
５
８

	

福
井
市
手
寄
１
丁
目
４
︱
１

	

　

ア
オ
ッ
サ	
男
女
共
同
参
画
・

	

　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

フ
ラ
メ
ン
コ
の
由
来
や
背
景
を
通

し
て
異
文
化
を
学
び
ま
す
。
ミ
ニ

レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

と　

き	

７
月
26
日
㈰

	

　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ	

ア
オ
ッ
サ
６
階

	

　

	

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
Ａ

講　

師	

フ
ラ
メ
ン
コ
教
師

と　き 内　容 講　師

  ８月27日㈭
1限目 悪質商法にご用心 県消費生活センター

専門官
2限目 剣詩舞 宗生流剣詩舞道総本部

  ９月16日㈬
1限目 年金に関する講義 社会保険事務局 専門官

2限目 ふらっとコンサート サックス奏者
　小川 正二 氏

  ９月30日㈬
1限目 知って納得おなかの病気

福井県立大学
看護福祉部看護学科教授
　加藤 卓次 氏

2限目 演芸・舞踊ショー 晴れるや劇団

10月19日㈪
1限目 年金と税 福井税務署 専門官

2限目 美術談義
（岩佐又兵衛と俵屋宗達）

大湊神社 神主
　松村 忠祀 氏

12月  ２日㈬
1限目 福井のまちづくりに

おける現状と課題
まちづくり福井㈱
代表取締役社長　宮川 雅敏 氏

2限目 市民学習グループ発表会 中央公民館
平成22年
  ３月  ３日㈬

・ひなまつりイベント
・閉講式

※内容は変更する場合があります。

じかん　	【１限目】13時30分～14時30分、【２限目】14時45分～15時45分
ところ　アオッサ８階	県民ホール
対　象　60歳以上で、健康に通学できる人
定　員　500人（抽せん）
受講料　1,500円
申　込　	７月31日㈮（当日消印有効）までに、往復はがきに住所、氏

名、年齢、電話番号、緊急連絡先を書いて送ってください。
申込先　	〒910－0858　福井市手寄１丁目４－１
　　　　　アオッサ	福井県県民ホール管理事務室

中
央
公
民
館	

☎	

20
・
５
４
５
９

	
FAX	
20
・
１
５
３
８

市
民
公
開
講
座

「
誕
生
か
ら
成
人
ま
で
の
儀
式
」を

漢
字
で
学
ぶ

男
女
共
同
参
画
・
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎	

20
・
１
５
３
７　
FAX	

20
・
１
５
３
８

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

「
顔
と
コ
コ
ロ
の

い
き
い
き
眉
メ
イ
ク
」

ふ
く
い
市
民
国
際
交
流
協
会

☎	

97
・
５
０
２
０	

FAX	

97
・
５
０
２
２

市
民
協
働
・
国
際
室	

☎	

20
・
５
３
０
０

世
界
の
文
化
紹
介
講
座

～
フ
ラ
メ
ン
コ
文
化
を
学
ぶ
～

福
井
商
工
会
議
所	

地
域
事
業
・
会
員

サ
ー
ビ
ス
課	

☎	

33
・
８
２
５
３

観
光
開
発
室	

☎	

20
・
５
３
４
６

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
塾
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家
族
と
一
緒
に
過
ご
し
た
楽

し
い
時
間 

な
ど
）

形　

式 
 

は
が
き
（
15
㌢
×
10
㌢
）
の

大
き
さ
の
紙
に
、
絵
と
文
を

手
書
き
し
た
も
の

　
　

※ 

紙
の
種
類
、
向
き
は
問
い
ま

せ
ん
。

応
募
要
件
・ 

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の

園
児
、
小
学
校
の
児
童
と
そ

の
家
族

　
　
　
　

・
市
内
に
住
む
人

申　

込 
 

９
月
10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、

 
 

氏
名
、
学
校
（
園
）
名
ま
た

は
職
業
、
学
年
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
各
保
育

園
、
各
幼
稚
園
、
各
小
学
校

に
提
出
す
る
か
、
青
少
年
課

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先 

〒
９
１
０
︱
８
５
１
１

 

福
井
市
役
所 

青
少
年
課

　

賞　

・ 

最
優
秀
賞 

４
点
（
市
教
育

委
員
会
賞
ほ
か
３
点
）

　
　
　

・ 

優
秀
賞 

８
点
（
園
児
、
小

学
１
～
３
年
生
、
小
学
４
～

６
年
生
、
一
般 

各
２
点
）

　
　
　

・
佳
作 

16
点

発　

表 
 

10
月
中
旬
に
、
入
賞
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.fukui.lg.jp/d620/
syounen/index.htm

l

）
に

も
掲
載
し
ま
す
。

　

最
近
の
看
護
に
つ
い
て
の
知
識
や

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。

と　

き 

７
月
13
日
㈪
、
15
日
㈬
、

 

　
　

17
日
㈮
、
22
日
㈬
、

 

　
　

23
日
㈭
、
28
日
㈫
、

 

　
　

31
日
㈮

 

〈
全
７
回
〉

 

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

※ 

希
望
講
座
の
み
の
受
講
も
で

き
ま
す
。

と
こ
ろ 

㈳
福
井
県
看
護
協
会
会
館

（
北
四
ツ
居
町
）

対　

象 
 

看
護
職
へ
復
帰
を
希
望
す
る

人
ま
た
は
就
業
後
間
も
な
い

人

受
講
料 

無
料

※ 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品 
 

家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ

に
し
た
絵
手
紙

 
 （

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、

㈳
福
井
県
看
護
協
会 

福
井
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 

☎ 

52
・
１
８
５
７

市
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎ 

28
・
１
２
５
６

看
護
師
再
就
業
講
習
会

福井市景観賞2009 募集
コンパクトシティ推進室　☎ 20 － 5454

　今年度から、これまでの「福井市都市景観賞」が「福井市景観賞」に変わります。
　都市だけではなく、自然や農山漁村などにおける美しい街並みや周りの景観に配慮して改修された建物、その
ような景観を守り、育

はぐく

んでいる活動などをご応募ください。

対　象　市内にある福井らしい良好な景観の形成が行われているもので、次のいずれかの部門に該当するもの

申　込　 ７月10日㈮～８月31日㈪（当日消印有効）までに、応募用紙に必要事項を書き、対象物の写真（Ｌ判 89
㍉×127㍉程度で４枚以内）を添えて、郵送または持参してください。

　　　　Ｅメールでも応募できます。
　　　※ 応募用紙は窓口、各公民館などにあります。また、ホームページ（http://www.city.fukui.lg.jp/d360/

compact/index.html）からもダウンロードできます。
　　　　応募者には、記念品を差し上げます。
申込先　〒910－8511
　　　　福井市役所 コンパクトシティ推進室内「福井市景観賞」事務局
　　　 《Eメール》compact＠city.fukui.lg.jp
　賞　　大賞、部門賞、奨励賞

●まちなみ部門
　主に市街地において、地域の特性や周辺の景観に
配慮したデザインによって良好な街づくりを先導す
るような施設。または地域住民などの取り組みに
よって良好な景観の形成が図られている街並み。

（例）
・街並みづくりを先導するような建物や工作物
・ 緑化協定や建築協定など、住民間の約束事によっ

て統一された街並みが形成されている住宅団地や
商店街

・ 街並みの景観に配慮したデザインでつくられた建
物や広告物

・ 夜間の街並みを演出するようなライトアップ
など

●風景部門
　主に農山漁村において、地域住民などによる地
域の特性や周辺の景観に配慮した先導的な取り組み
によって創出された風景。または地域住民などによ
る維持活動によって守られている風景。

（例）
・ 休耕田や河川敷などを利用した緑化活動により創

出された風景
・田園や里山の景観が保全されている風景
・ 地域の歴史や文化、自然景観との調和に配慮した

景観が形成されている集落風景、またはこれに寄
与する建物の改修

・ 地域の魅力を引き出すために「あかり」を使った
イベントを通じて創出された風景　　　　　 など

青
少
年
課 

☎ 

20
・
５
４
１
８

家
族
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
推
進
事
業

「
家
族
ふ
れ
あ
い
」絵
手
紙
募
集
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テ
ー
マ	

	「
ふ
る
さ
と
・
人
情
」、「
公

共
マ
ナ
ー
・
交
通
安
全
」		

、

	
	「

環
境
問
題
・
自
然
保
護
」

の
３
部
門
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

応
募
規
定
・	

作
品
の
規
格
はM

ini-

Ｄ
Ｖ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
方
式
と
す
る

　
　
　
　

・	

作
品
は
本
編
30
秒
と
し
、
次

の
順
で
構
成
す
る
こ
と

　
　
　
　

①	

カ
ラ
ー
バ
ー
ま
た
は
カ
ラ
ー

マ
ッ
ト
５
秒

　
　
　
　

②
タ
イ
ト
ル
と
作
者
名
５
秒

　
　
　
　

③
本
編
30
秒

　
　
　
　

④
カ
ラ
ー
マ
ッ
ト
５
秒

　
　
　
　

・	

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
あ
る
こ

と

　
　
　
　

・	

著
作
権
、
肖
像
権
に
配
慮
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
要
件	

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

　
　

※
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。

申
込
先	

〒
９
１
０
︱
０
０
１
８

	

福
井
市
田
原
１
丁
目
13
︱
６

	

　

	

福
井
市
映
像
文
化
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間	

	

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
（
必

着
）
ま
で

　

賞　

	
	

大
賞
１
点
、
優
秀
賞
若
干
、

努
力
賞
若
干

※	

申
込
用
紙
は
労
政
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
市
出
身
の
故
宇
野
重
吉
氏
の
芝

居
に
か
け
る
情
熱
と
功
績
を
後
世
に

受
け
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
戯
曲
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品	

	

演
劇
の
戯
曲
（
テ
ー
マ
は
自

由
）

応
募
規
定
・	

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

80
～
１
５
０
枚
程
度
で
、

ペ
ー
ジ
番
号
を
必
ず
振
る
こ

と
（
パ
ソ
コ
ン
原
稿
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
縦
書
き
で
、
原
稿
用

紙
に
換
算
し
て
制
限
字
数
以

内
で
あ
れ
ば
可
）

　
　
　
　

・	

表
紙
に
タ
イ
ト
ル
と
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
す

る
こ
と

　
　
　
　

・	

登
場
人
物
は
複
数
で
あ
る
こ

と

　
　
　
　

・	

あ
ら
す
じ
（
原
稿
用
紙
３
枚

程
度
）
を
必
ず
添
付
す
る
こ

と

　
　

※
１
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

	
	

他
の
公
募
に
応
募
し
た
作
品

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
が
、
過

去
に
上
演
し
た
作
品
は
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
要
件	

高
校
生
以
上

　
　

※	

国
籍
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア

は
問
い
ま
せ
ん
。

申　

込	
	

10
月
５
日
㈪
（
必
着
）
ま
で

に
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
先	

〒
９
１
０
︱
０
０
１
６

	
	

福
井
市
大
宮
３
丁
目
７
︱
５

︱
１
０
２	

㈱
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ

プ
内

	

　

	

宇
野
重
吉
演
劇
祭
実
行
委

員
会
事
務
局

　

賞　

・
最
優
秀
賞	

１
点

　
　
　

・
優
秀
賞	

１
点

発　

表	
	

応
募
者
全
員
に
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月
10

日
㈫
の
福
井
新
聞
紙
上
で
発

表
し
ま
す
。

授
賞
式	

	

11
月
29
日
㈰
に
響
の
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。

と　

き	

８
月
２
日
㈰

	
　

14
時
～
16
時
（
予
定
）

と
こ
ろ	
福
井
西
武
横

	

　

ぺ
ん
た
ワ
イ
ワ
イ
夏
祭
り

	

　
「
特
設
ス
テ
ー
ジ
」

対　

象	
	

県
内
に
住
む
か
通
勤
・
通
学

す
る
高
校
生
以
上
の
独
身
女

性

定　

員	

60
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間	

７
月
22
日
㈬
ま
で

※	

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.chunichi.

co.jp/kenm
in-fukui/yukata09/

yukata.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き	

７
月
21
日
㈫

	

　

８
時
30
分
～

　
　

※	

福
井
テ
レ
ビ
で
の
配
布
は
、

月
～
金
曜
日
の
９
時
～
18
時

30
分
で
す
。

と
こ
ろ
・	

市
役
所
本
館
１
階	

総
合
案
内

　
　
　

・
各
総
合
支
所	

総
務
課

　
　
　

・
福
井
テ
レ
ビ	

受
付

※
１
人
５
枚
ま
で
と
し
ま
す
。

　

	

８
月
２
日
㈰
に
開
催
す
る
マ
ー

チ
ン
グ
の
様
子
を
、
８
月
８
日
㈯

12
時
55
分
～
14
時
20
分
に
福
井
テ

レ
ビ
で
放
送
す
る
予
定
で
す
。

　

次
の
基
準
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
基
準
日
は

平
成
21
年
11
月
１
日
で
す
。

表
彰
基
準
・	

福
井
市
に
５
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
人

　
　
　
　

・
年
齢
が
満
45
歳
以
上
の
人

　
　
　
　

・	

同
一
の
職
業
に
20
年
以
上
従

事
し
て
い
る
人
で
、
市
内
の

同
一
事
業
所
に
５
年
以
上
就

業
し
て
い
る
人
ま
た
は
市
内

で
５
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
る
人

　
　
　
　

・		

優
れ
た
技
能
を
有
し
、
他
の

技
能
者
の
模
範
と
な
る
人
ま

た
は
後
継
者
の
育
成
、
も
し

く
は
産
業
発
展
に
貢
献
し
た

と
認
め
ら
れ
る
人

　
　
　
　

・	

過
去
に
技
能
功
労
に
関
し
、

市
長
表
彰
以
上
の
表
彰
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

　
　
　
　

・	

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

推
薦
者	

	

候
補
者
が
加
入
す
る
団
体
な

ど
。
た
だ
し
、
組
織
の
な
い

職
種
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

同
一
ま
た
は
関
連
す
る
職
種

に
従
事
す
る
人

　
　

※	

候
補
者
本
人
お
よ
び
そ
の
親

族
を
除
き
ま
す
。

募
集
期
間	

８
月
10
日
㈪
（
必
着
）
ま
で

表
彰
式	

	

11
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

映
像
文
化
セ
ン
タ
ー	

☎	

20
・
５
０
３
０

第
８
回 

福
井
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

労
政
課	

☎	

20
・
５
３
２
１

福
井
市
技
能
功
労
者
表
彰
の

候
補
者
募
集

「
宇
野
重
吉
演
劇
賞
２
０
０
９
」

戯
曲
募
集

宇
野
重
吉
演
劇
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
㈱
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
内
）

	

☎	

25
・
２
４
０
７

文
化
課	

☎	

20
・
５
３
６
７

第
35
回
ゆ
か
た
の
女
王

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
募
集

ゆ
か
た
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

（
㈱
日
刊
県
民
福
井
広
告
局
内
）

	

☎	

28
・
８
６
０
６

マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
室	

☎	

20
・
５
３
２
５

歴
史
の
み
ち
整
備
推
進
室

	

☎	

20
・
５
１
０
６

福
井
テ
レ
ビ
事
業
部	

☎	

21
・
２
２
３
５

第
37
回
１
０
０
万
人
の
た
め
の

マ
ー
チ
ン
グ
入
場
整
理
券
配
布
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子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
活
動
を

行
う
際
に
、
活
動
内
容
に
応
じ
て
ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
や
伝
承
遊
び
な
ど
を

指
導
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。

派
遣
先	

	

市
内
に
あ
る
自
然
体
験
活
動

な
ど
を
行
う
場
所
（
少
年
自

然
の
家
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
ら
ん
ど
、

リ
ズ
ム
の
森
、
ガ
ラ
ガ
ラ
山

キ
ャ
ン
プ
場	

な
ど
）

対　

象	
	

市
内
の
子
ど
も
会
、
青
少
年

育
成
団
体	

な
ど

指
導
内
容	

	

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
工
作
活
動	

な
ど

申　

込	
	

希
望
日
の
お
お
む
ね
30
日
前

ま
で
電
話
受
付

　

市
営
墓
地
（
西
墓
地
、東
山
墓
地
）

を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
次
の
場
合

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

	

・
使
用
者
が
死
亡
し
た
と
き

	

・
使
用
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

	

・
墓
地
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

ま
た
、
個
人
間
で
の
墓
地
の
譲

渡
・
貸
し
借
り
は
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

※	

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.fukui.lg.jp/

d380/kouen/index.htm
l

）
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

	

た
だ
し
、
寺
院
墓
地
内
に
墓
が
あ

る
場
合
は
、
各
寺
院
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

	

・	

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
時
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
完
全
に
止

ま
っ
て
か
ら
席
を
立
っ
て
く
だ
さ

い
。

	

・	

バ
ス
が
満
席
の
た
め
、
立
っ
て
利

用
す
る
場
合
は
、
つ
り
革
や
握
り

棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め

の
、
外
部
積
み
立
て
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

〈
制
度
の
特
色
〉

	

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

	

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

	

・	

掛
金
は
口
座
振
替
で
、
管
理
が
簡

単
で
す
。

	

・	

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で

き
ま
す
。

	

・	

適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
。

申　

込	
	

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
き
、
押
印
し
て
、
金
融

機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主
団

体
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

※	
申
込
書
は
、
金
融
機
関
お
よ

び
委
託
事
業
主
団
体
に
あ
り

ま
す
。

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

つ
い
て
の
お
願
い

中
部
運
輸
局 

福
井
運
輸
支
局

 

☎ 

34
・
１
６
０
１

㈳
福
井
県
バ
ス
協
会

 
☎ 

34
・
１
７
３
０

交
通
政
策
室 
☎ 
20
・
５
１
３
８

　

新
た
に
こ
の
制
度
に
加
入
し

た
事
業
主
に
対
す
る
奨
励
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
労
政

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
少
年
課 

☎ 

20
・
５
４
１
８

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
ま
す

公
園
課 

☎ 

20
・
５
４
６
０

墓
地
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　福井市行政チャンネル
　ふくチャンネル29 番組情報

※美山地区は、こしの国ケーブルテレビで放送しています。
　 番組時間の詳細は、ホームページ（http://www.city.fukui.lg.jp/d120/

kohou/catv/index.html）またはケーブルテレビチャンネルガイド（美山
地区を除く）をご覧ください。

　内容は、変更する場合があります。

《　　　　　　　　　  》
番組名 内　容 放送期間

いきいき情報
ふくい

選挙に行こう！ 7/15まで

朝倉氏の歴史や伝説 7/23まで

ビデオ
ライブラリー 家庭でできる健康料理 総集編② 7/31まで

市役所情報局
市役所百貨店（足羽山） 7/14まで

なるほど！ふくいズ
（介護保険） 7/15～7/31

ズームアップ
まちづくり

㈵ハートライセンス 7/15まで

あじさい市運営協議会 7/16～7/31

週間市役所 市役所での１週間の出来事 毎 日
※毎週土曜日更新

人口と世帯（前月比）

総　数 270,020 人

 男 130,317 人（－ 23）

 女 139,703 人（－ 43）

世帯数 95,462 世帯（－７）

平成 21 年 6 月 1 日現在

納税は便利な
納税組合や口座振替で
「この社会　あなたの

税が生きている」

７月の納税

固定資産税　２期
国民健康保険税　１期

７月の休日納税窓口
と　き　７月25日㈯、26日㈰ ９時～17時
ところ　市役所本館２階	納税課
内　容・	市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民

健康保険税の納税
　　　・口座振替の申込
　　　・納税についての相談
持ち物・	身分を確認できるもの
　　　・	口座振替の申込の場合は、納税通知書、預貯

金通帳、口座の届出印

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

 

☎ 

０
３
・
３
４
３
６
・
０
１
５
１

労
政
課 

☎ 

20
・
５
３
２
１
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取
材
と
い
う
形
で
植
樹
祭
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
陛
下
の
お

手
植
え
・
お
手
播ま

き
を
間
近
で
拝
見
で

き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。	

Ⓗ

　

朝
谷
町
植
樹
会
場
で
の
取
材
を
終
え
た
後
、
豊

か
な
森
に
な
る
の
を
想
像
し
な
が
ら
会
場
の
一

番
高
い
と
こ
ろ
ま
で
上
り
ま
し
た
。
風
が
心
地

良
く
、
景
色
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
苗
木
の

成
長
を
見
に
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
。	

Ⓨ

　

福
井
に
は
た
く
さ
ん
の
緑
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
大
切
に
思
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
ね
。

植
樹
祭
で
、
福
井
の
い
い
と
こ
ろ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。	

Ⓔ

　

平
成
16
年
の
福
井
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
大

き
な
被
害
を
受
け
た
こ
の
地
域
で
、
半
世
紀
に

一
度
と
い
う
全
国
行
事
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
元
気
に
復
興
し
た

こ
の
ま
ち
で
、
森
林
や
自
然
の
恵
み
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

Ⓣ

麓
ふ
も
と

の
里

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田 

三
郎

新
緑
を　

謳お
う

歌か

し
た
る
は　

春
の
こ
と
、

七
月（
ふ
み
づ
き
）は　

夏
の
真
ん
中
、

緑
は
深
く　

万ば
ん

緑
り
ょ
く

一い
ち

如に
ょ

。

麓
の
里
は　

田
植
え
も
終
り
、

早
苗
は
伸
び
て　

一
休
み
、

山や
ま

懐
ふ
と
こ
ろ

に　

平
和
な
憩
い
。

夕ゆ
う

辺べ

の
梵

ぼ
ん

鐘
し
ょ
う　

祈
り
の
音
色
、

今
日
も
事
な
く　

平
和
な
憩
い
、

麓
の
里
は　

い
と

く
静
か
。

再
生

紙
使

用

　だんだんと暑くなってきましたね。これからの季節、子どもたちは外で遊
ぶ機会が多くなります。脱水症状などを起こさないように、次のことに注意
しましょう。

・10～14時は日差しが強いため、外に出るのをなるべく控えましょう。
・�外に出る時は帽子をかぶり、顔や頭が熱くなるのを防ぎましょう。また、
日傘などを用いて日焼けしないように工夫しましょう。
・�子ども用の日焼け止めを使用しましょう。使用する際は、目立たない所に
つけてみて、肌に異常が出ないか確認し、使用後はきれいに落としましょ
う。
・�子どもは、汗や体から蒸発する水分が大人より多いため、大人より早く脱
水状態になります。外遊びは特に汗をかくので、こまめに水分を補給しま
しょう。

　脱水状態になると、おしっこが少ない、顔色が悪い、唇や口
の中が乾く、元気がないなどの症状が見られます。このような
症状が見られたら、水だけでなく、ミネラル分も入ったスポー
ツドリンクなどで水分を補給し、早めに医療機関を受診しま
しょう。
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